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インターバンクの声 （2015 年 3 月 26 日） 
 

週明け月曜日の下げ幅こそ僅かだったが、一昨日、昨日とニューヨーク株式

市場の下げ幅が日を追って拡大している。昨日発表された２月耐久財受注の

結果が市場予想を大きく下回る２ヵ月ぶりのマイナスとなったことで、連日

の低調な米経済指標結果にいよいよ景気の先行き警戒感が強まってきた格好

だ。２６日には大きな指標発表予定はないが、明日２７日には米第４・四半

期 GDP確報値の発表があり、結果によっては週末さらに株価を押し下げて終

えることになる可能性もある。ドル相場と株価の関連性が薄れているとはい

え、昨夜は対ユーロや対豪ドル価格が強めに推移したのが興味深い。もっと

も今週は週初からユーロと豪ドルがドルに対して値を戻す動きとなっており、

しかもそれぞれ１．１０ドルや０．８０ドルといった節目レベルを超えたり

近づいたりしていることも影響していたのだろう。米系の大手金融機関を中

心にして足許のドル相場予想を急激にドル安に修正し始めているのを目にす

るが、確かに相場に変調が起こる兆しも感じられており、気が休まらない本

邦期末期初と四半期変わりの時期になりそうだ。 
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